
（別紙３）

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 30 （回答者数）
22

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
作業療法からのアプローチだけではなく、様々な分野や

ご家庭とのご意見を具現化していく取り組みを行います。

2 利用者の安定した空間提供と職員の負担軽減を図っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

トップダウンだけではなく、何故？に答えられる体制作り

自ら動ける組織つくりを行う。

役割の細分化。

2

3

○事業所名 癒しの森kidsはなてん

○保護者評価実施期間
2026年　1月　4日

○保護者評価有効回答数

2026年1　月4　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月28　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフ全員とのPDCAサイクルが未熟

職員の一人一人の特性の把握と全員が納得できる構造作り

話し合いの時間確保が出来ていない。各スタッフが何を行って

いるかを共有出来ていない。他責傾向がまん延化している。

専門職が常勤であり、幼児からの作業療法を現行している。 作業療法を希望される児童の取り組み時間と他職員

との共有を行なう

職員の年齢層が幅広く様々な意見交換ができる。
利用者との関わり方に於いて、固定化せずに、スタッフ全員

が関わりを行い、児童の安定を図る。

事業所における自己評価総括表公表


